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国民感情と乖離するインフレ目標 

 

近年、インフレがすっかり定着し、かつて話

題になった「インフレ目標」という言葉が聞か

れなくなりました。今、到来しているインフレも

日銀が掲げたインフレ目標の結果ではないこ

とは明らかです。インフレ目標は国民感情と乖

離するものではなかったかという気がします。

ここで、インフレ目標とは何だったのかを、振り

返ってみたいと思います。 

 日銀は 2％のインフレ目標を設定しました。

インフレになれば賃金が上がり、経済が好循

環に入るというのが、日銀の論理です。しかし、

インフレになれば必ず賃金が上昇するという

保証はありません。賃金上昇率がインフレ率

を上回るかどうかが、今の焦点です。リフレ派

は今回の物価上昇はデマンドプル型ではなく

コストプッシュ型だから、その転換のためにも

高い賃金上昇が必要だと主張します。たとえリ

フレ派が主張する通り、賃金が上昇すれば経

済の好循環が生まれるとしても、賃金上昇より

物価上昇が先にあるのですから、賃金が上昇

するまでの間、国民には物価の先行上昇に耐

えてもらわなければなりません。 

 日銀がインフレ目標を本気で達成しようとす

るなら、それこそ総力を挙げて、国民に「賃金

が上がるまでの間、物価上昇に我慢してくれ」

とお願いしなければならないはずです。しかる

に、今回の一連の経緯を見れば、日銀にそこ

までの覚悟はないように見えます。 

もう一つ、物価上昇に関して、日銀と国民感

情が離れていると感じるのは物価指数の一つ

である「コアコアインフレ（CPI）」の重視です。 

 発表される消費者物価指数（CPI）には次の 3種類

があります。すべての物価を包含する「総合 CPI」、生

鮮食品を除く「コア CPI」、そして、生鮮食品とエネル

ギーを除く「コアコア CPI」です。生鮮食品とかエネル

ギーは気候や国際情勢に大きく左右されるので、日

銀はそれらを除くコアコア CPI を重視するといってい

ます。しかし、庶民とすれば、毎日消費する食品とエ

ネルギーこそが物価の中核です。それを外した指標

が低いから、まだまだ物価が上がるべきだという日銀

の主張は庶民離れしていると言わざるを得ません。 

 一般庶民はいつの時代も低い物価を望んでいます。

その物価の上昇を目指すインフレ目標を国民に納得

してもらうことは容易ではありません。物価が上昇す

れば、どういう経路で我々の生活が豊かになるか、筋

道を立てて根気強く説明することが求められます。 

 リフレ派が主導するインフレ目標（デマンドプル型）

には、当初からその論理的な妥当性に疑問を呈する

意見は根強くありました。実現可能性の困難さに加え

国民に対する訴求力のなさを考えると、日銀はいつ

までもインフレ目標に固執しない方がいいのではない

かと思います。 

 

 

 

 

 

 

船場経済倶楽部 

(NPO 法人 SKC 企業振興連盟協議会) 

 当団体は、異なる業種の経営者が相集い、力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                

yasukouchi@skc.ne.jp 


